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2010 年度 事業報告書 
 

１ はじめに 

今日、現職会員は、多様化・複雑化する教育課題への対応で、ますます多忙化を極め、退職

会員は、社会保障制度が先細りするなかで、老後への不安を抱えるなど会員を取り巻く生活環

境は、依然として厳しい状況が続いています。 

兵庫県学校厚生会においては、新行財政構造改革推進方策に伴う補助金削減や会員構成の変

化と掛金収入の減少、さらには法人移行への対応など、多くの課題に直面しています。 

このような状況のなか、本年度は「第２次経営改革中期計画（２００８年度～２０１０年度）」

の最終年次として、会員サービスの向上を目指し、合理的かつ効果的な事業運営等を行うため

に事業の効率化と管理運営費等の一層の削減を行いました。また、継続して諸改革に取り組む

ために「第３次経営改革中期計画（２０１１年度～２０１３年度）」の策定を行いました。 

本年度における事業推進の主な取り組み状況は、次のとおりです。 

 

２ 事業について 

(1) ３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震は、各地域に甚大な被害を及ぼしました。 

兵庫県学校厚生会では、直ちに災害対策本部を立ち上げ、被災地域会員の安否、被害状況

の確認、被災地支援のため義援金の受付を実施することとし、全会員の協力を得ながら募金

活動を行っています。 

 

(2)福祉厚生事業については、会員の信頼と期待に応えられるよう事務の効率化と経費削減を

行い、事業原資の確保や会員への給付水準の維持に努めました。 

 

(3)給付事業では、育児・介護休業法等が改正されたことに伴い、「育児手当金（育児休業）」

の給付要件を一部改正し、仕事と家庭の両立を支援しました。 

 

(4)福祉事業では、「歩く」を基本に元気回復・リフレッシュを目的とした健康管理事業や、本

支部合同による低廉で内容豊富な日帰りバス旅行を実施しました。また、子育て支援として、

子育て中の会員を対象に「ふれあい親子セミナー」、介護支援として、介護講座、認知症予防

講座を実施しました。 

 

(5)総合相談事業については、会員の日常生活で生じるさまざまな不安や悩み、トラブル等を

解消するため専門家による各種相談に対応しました。 
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(6)公益事業については、教育文化事業として「かるちゃー教室」をはじめ、アートホール神

戸・明石での「自主企画展」や「写真公募展～こどもの世界～“愛”」、「親から子へ・子から

親へのハガキ大募集」を開催しました。 

 

(7)施設事業については、学校厚生会館、サンピア明石及び各活動センターの会議室や駐車場

の広報活動に努め会議室の利用促進に取り組みました。 

 

(8)預金事業については、会員の財産形成支援のため、市中金融機関より高い預金利率を維持

するとともにボーナス預金の募集期間に合わせ、１年もの定期預金利率に上乗せ利率を設定

し募集強化に努めました。 

また、会員の退職後の年金資産の形成と退職金等一時金の有利な運用先として、ハイブリ

ッド積立（貯蓄年金型積立）を開発し、２０１１年３月１日から取扱いを開始しました。 

 

(9)貸付事業については、会員の金利負担軽減と持ち家促進を目的とした貸付事業の推進に重

点を置いた取り組みを継続しました。 

また、低い金利で利用可能な「エコ貸付」の取り扱いを開始するなど、会員支援に努めま

した。 

 

(10)団体保険事業については、厚生会グループ保険を中心に共済制度の趣旨と団体保険の有利

性を広報するとともに、会員一人ひとりの状況に応じた適切な保障内容の提案に努めました。 

また、退職後の生活の安定とゆとりある生活設計をサポートするため、信用共済事業と連

携し新たにハイブリッド積立（拠出型企業年金保険）の取扱いを開始しました。 

 

(11)支部での事業推進については、会員の事業参加率向上とニーズの把握を目的に、所属所及

び各種関係団体と連携した説明会を計画的に実施し、事業への理解を深めました。 

 

(12)地域福祉コミュニティづくりについては、会員一人ひとりが主役となる活動を通して、連

帯意識を高めるための体制づくりを進めました。 

 

以上のように、２０１０年度における兵庫県学校厚生会事業の取り組みについて概要を述べ

ましたが、掛金・補助金の減少等、様々な課題に直面するなかで給付水準の維持に努めました。 

今後も会員を支え、会員の生活安定に寄与する総合福祉団体として会員からの信頼と期待に

応え続けるため、役職員一同力を合わせ取り組んでまいります。 



１　会　員　数
現職会員、退職会員数等については、次のとおりです。

2011年3月31日現在

（単位：人）
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0 1 0 752 754 △ 2

149 147 2

関係団体等 311 440 0 0 0 0
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4 0 4 1 17 20

990 680 17,045 17,138 △ 93

0 2 6 0 0

1,146 △ 27

小

学

校
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増減

幼 稚 園 195 284 282 46

65,221 590

     　 地区
区分

神戸 阪神 東播 北播 中播 西播 但馬

4,964 4,221 3,630 2,657 1,241 65,811合計 15,635 13,777 7,806 4,382 7,498
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41 △ 2
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3 2 1 3 4 39退 職 準 会 員 7 10 2 2 5
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35 △ 13

退 職 会 員 5,674 4,281 2,780 1,822 2,825 2,144 2,077

1 5 0 0 0 22現 職 準 会 員 8 4 3 0 1
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